
【行政情報】

一般会計・特別会計・公営企業会計
総額511億1,146万円

平成21年度当初予算の概要

（対前年度比4.5％増）

   増減率
△1.4％ 

△98.3％ 
5.2％ 

△10.8％
13.7％

△5.1％
62.3％

△97.5％
1.1％

△15.9％
1.5％

  対前年度増減額
△1億5,000万円
△8億2,200万円

2億　800万円
△1,300万円

2,500万円
△450万円

11億6,400万円
△953万円

100万円
△1億1,700万円

2億8,197万円

当初予算額
102億0,000万円

1,400万円
41億9,000万円
1億    700万円
2億    700万円

8,350万円
30億3,300万円

24万円
9,600万円

6億2,100万円
185億5,174万円

■特別会計
区　分

国民健康保険事業
老人保健事業
介護保険事業
居宅介護サービス事業
農業集落排水事業
観光事業
下水道事業
土地取得事業
火葬場事業
後期高齢者医療事業

合　計

　平成21年度予算編成では、総合計

画および集中改革プランの実現に向

け、重点施策として医療の充実、農

業振興対策、企業・工場誘致の促進、

小・中学校の耐震補強など継続的か

つ具体的な取り組みを優先しました。

　また、人件費の縮減をはじめ、合

併効果、合併特例債などを有効に活

用し、効率的かつ積極的な予算の配

分に努めました。

市税…市民税・固定資産税・軽自動車税などの税
地方交付税…財政規模などに応じて国から交付されるお金
市債…国・県や銀行などから借り入れるお金
国・県支出金…特定の事業などに国・県から交付されるお金
諸収入…受託事業収入や預金利子・各種貸付金元利収入などのお金
繰入金…保有している基金から繰り入れるお金
地方消費税交付金…消費税の一部で県から交付されるお金
その他…使用料、手数料、財産収入などのお金

民生費…障害者福祉、児童福祉、高齢者福祉、生活保護などの事業に使うお金
教育費…小中学校や生涯学習など教育、文化などの事業に使うお金
総務費…人事、企画、財政、徴税、戸籍、統計などの総務事務に使うお金
公債費…国・県、銀行などから借りた市債（市の借金）を返済するためのお金
衛生費…健康づくり、廃棄物処理、公害対策などの事業に使うお金
土木費…道路、公園、住宅などの事業に使うお金
消防費…消防防災対策などの事業に使うお金
農林水産業費…農業・畜産・林業の振興のために使うお金
商工費ほか…商工費、議会費など

平成21年度予算の概要

民生費
75億1,038万円
（26.47％）

283億
7,000万円

歳出

衛生費
31億2,253万円
（11.01％）

公債費
31億8,598万円
（11.23％） 総務費

34億5,205万円
（12.17％）

教育費
41億6,508万円
（14.68％）

土木費
29億4,332万円
（10.37％）

消防費
17億9,612万円

（6.33％）

農林水産業費
14億3,319万円

（5.05％）

商工費ほか
7億6,135万円

（2.69％）

一般会計の
歳入と歳出

　一般会計予算額は、283億7千万円

で、前年度予算と比べ、11億₄千万

円増加し、プラス4.2％となってい

ます。

　また、一般会計に10の特別会計と

₂の公営企業会計を加えた予算総額

は、前年度予算と比べ、21億9,128

万円増加し、プラス4.5％となりま

した。

問い合わせ　財政課　☎(50)1207

市税
87億7,708万円
（30.94％）

283億
7,000万円

歳入

地方交付税
71億   300万円
（25.04％）

市債
38億6,340万円
（13.62％）

県支出金
15億6,612万円（5.52％）

国庫支出金
23億2,702万円

（8.20％）

諸収入
8億3,513万円（2.94％）

繰入金
7億6,302万円（2.69％）

地方消費税交付金
7億3,500万円（2.59％）

その他
24億    23万円（8.46％）

収入
支出
収入
支出

増減率
4.2％ 
1.5％

22.5％
4.5％

増減率
27.7％ 
23.9％
0.5％

△1.1％ 

対前年度増減額
11億4,000万円
2億8,197万円
7億6,930万円

21億9,128万円

対前年度増減額
7億　743万円
7億7,149万円

76万円
△219万円

当初予算額
283億7,000万円
185億5,174万円
41億8,972万円

511億1,146万円 

当初予算額
32億5,688万円
40億　157万円
1億4,405万円
1億8,814万円

■予算規模
　　 区　分

一般会計
特別会計
公営企業会計

　　 合　計

■公営企業会計
　　 区　分

水道事業会計

簡易水道事業会計

※会計ごとに₁万円未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります
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【行政情報】

産業・経済の振興
効率的な営農活動の推進……………… 6,116万円

市が農地の貸し手と借り手の間に入り、農地の
利用調整を行う「農地保有合理化事業」を展開

農道整備の推進…………………… 1億2,987万円
農業生産基盤などの整備を通じて活力ある農村
地域の形成を推進

新品種の産地育成………………………… 488万円
サトイモ新品種「ちば丸」の産地づくりのため、
安定的な生産体制の整備などを支援

農産物の販路拡大……………………… 1,253万円
県内有数の生産量を誇る農産物の販路拡大を図
るため、国内や海外市場への販売促進活動およ
び米粉への取り組みを支援

生産性の高い農業の推進………… 2億2,300万円
耕種作物共同利用施設（マッシュルーム菌床製
造プラント）の整備を支援

都市農村交流の促進…………………… 4,842万円
都市農村交流事業の促進を図るため、農業体験
施設の整備を支援

循環型農業の推進……………………… 2,617万円
家庭や飲食店から排出される廃食油を原料にバイ
オディーゼル燃料を製造する施設の整備を支援

中小企業への資金融資…………… 1億5,571万円
中小企業者の経営基盤の安定化のため、事業資
金の融資、利子補給、保証料の補助

まちの賑わい創出………………………… 200万円
まちの賑わい創出のため、ギャラリー、コンサー
トなどの文化的な集客イベントを実施

健康・福祉の充実
地域福祉の活性化………………………… 650万円

高齢者などが慣れ親しんだ地域で、自立し安心
した生活を送るための香取市見守りネットワー
ク事業を推進

次世代育成支援対策の充実……………… 350万円
次世代育成支援行動計画を策定し、計画的な子
育て支援を推進

乳幼児医療対策の充実……………… 1億 742万円
乳幼児医療費の助成を小学校就学前まで無料に拡充

不妊治療対策の充実……………………… 780万円
不妊治療を行っている人に医療費の一部を助成

障害者の社会参加を促進………………… 623万円
就労の場を提供する施設や、送迎を実施する施設
に助成を行い、在宅障害者の社会参加を促進

妊婦・乳児保健事業の推進…………… 3,825万円
妊婦健診の公費負担による受診回数を5回から
14回に拡充

地域医療体制の充実……………… 4億5,253万円
国 保 小 見 川
総 合 病 院 を
運 営 す る 香
取 市 東 庄 町
病 院 組 合 へ
の負担金

生活・環境の向上
香取神宮駐車場公衆便所の整備……… 5,000万円

老朽化した香取神宮駐車場の公衆トイレを整備
し、バリアフリー化を実施

防災行政無線システムの統合…… 1億4,135万円
防災行政無線の周波数の統合を図るため、子局
および戸別受信機を更新

教育・文化の推進
小学校施設の耐震改修…………… 3億7,804万円

耐震化が必要と診断された小見川西小学校、北
小学校体育館の耐震補強工事を実施

中学校施設の耐震改修…………… 9億5,113万円
耐震化事業として、佐原中学校体育館と武道場
の増改築工事を実施

学校給食センターの統合整備………… 3,400万円
学校給食センターの統合整備にかかる設計など
の業務を委託

市民体育館の施設整備………………… 5,789万円
安全安心な施設での利用を市民に提供するた
め、耐震補強などの施設整備を実施

平成21年度予算の主な重点施策事業
コミュニティセンターの施設整備…… 1,413万円

香取東コミュニティセンター基本設計業務の委託
香取小江戸マラソン大会の開催………… 200万円

香取市の特性を活かした香取小江戸マラソン大
会を実施

都市基盤の整備
佐原駅周辺の整備………………… 2億8,747万円

佐原駅南口駐
輪 場 を 整 備
し、駅舎と観
光 交 流 セ ン
ターの整備工
事を委託

佐原広域交流拠点の整備………… 1億4,627万円
佐原広域交流拠点の整備を完了させ、施設の維
持管理運営体制を確立

幹線道路網の整備………………… 4億9,543万円
市内の幹線市道を整備

橋梁長寿命化修繕事業の実施………… 2,000万円
道路橋梁の長寿命化修繕計画を策定し、橋梁改
築・補修を計画的に推進

循環バス等の利便性の向上…………… 8,097万円
市内の地域公共交通体制の充実を目指し、新た
に循環バスの実証運行（小見川区）を行うなど、
市民の利便性の向上を図る

市民参画・行政の取り組み
地域の振興………………………………… 480万円

市民の創意工夫による地域の特性を活かした特
色あるまちづくり活動を行う団体を対象に、活
動経費を補助

男女共同参画計画の策定・推進………… 143万円
男女共同参画社会形成のための指針となる、男
女共同参画計画を策定

ふるさと交流空間づくり事業…………… 306万円
「ふるさと農村交流活動」を実施する市民活動
団体を支援し、活動をコーディネートする組織
の立ち上げを研究

　市では、窓口での各種申請手続きや、施設案内など、
市民の日常生活に役立つ行政情報誌、香取市「くらし
のガイドブック」を、㈱サイネックス（本社大阪市）
の協力により作成します。
　同社は、約20年も前から50音別電話帳「テレパル
50」を作成しており、豊富な実績とノウハウを持つ企
業と、市民向けの行政情報誌の発行を検討していた市
が連携し、企業と行政の共同事業として実施します。
　特徴として、市が行政情報を提供し、同社が編集・
印刷・配布（本年₇月末）を一括して行い、事業に
係る費用は、ガイドブックに掲載する有料広告費で
すべて賄うため、市側の財政負担は無く、県内の市町村では₆番目の実施となり
ます。
　内容は、各種の行政情報を始め、市民の皆さんが日ごろ関わりのある各種の企
業情報なども掲載し、電話帳としての役割も兼ね備えるため、日常生活で高い利
便性と保存性が期待できます。
　紙面はフルカラー印刷で、150ページ程度に使いやすく取りまとめ、市内すべ
ての世帯に配布します。広告募集などの詳細は、広報紙やホームページでお知ら
せします。
問い合わせ　秘書広報課　☎(50)1204

財政負担の軽減を図り、市民サービスの向上と地域経済を活性化

「くらしのガイドブック」を作成します

▲�ガイドブック作成に調印
をしたサイネックス  村田
社長と宇井市長

　市税は、市民税・固定資産税など合計87億7,707
万₆千円で、市民₁人あたり、10万₂千円になりま
す。なお、市が皆さんのために使うお金との差額は、
国や県からの補助金や借入金（市債）などの財源で
賄われます。

民生費
₈万₇千円

商工費ほか
₉千円

農林水産業費
₁万₇千円

土木費
₃万₄千円

衛生費
₃万₆千円

公債費
₃万₇千円

消防費
₂万₁千円

総務費
₄万円

教育費
₄万₈千円

　今年度の一般会計予算は、283億₇千万円で、こ
れを市民₁人あたりに使うお金に換算すると、32万
₉千円になります。

市民₁人あたりに
使われる市のお金

市民₁人あたりが
負担する税金

32万₉千円

10万₂千円

※平成21年₁月₁日現在の人口 86,131人を基に算出

₂日㈪～₄日㈬　市議会予算審査特別委員会

₅日㈭　総合計画審議会・委嘱状交付式

₆日㈮　佐原広域交流拠点PFI事業建設工事起工式 

₇日㈯　まちづくり観光フォーラム

16日㈪　自衛隊入隊予定者激励会

18日㈬　市議会定例会本会議（₂月25日～₃月18日）

24日㈫　香取市東庄町清掃組合議会

24日㈫　香取市東庄町病院組合議会

25日㈬　水郷おみがわ桜つつじまつり点灯式

31日㈫　香取市東庄町清掃組合解散式

₃月の主な行動

▲�森田新千葉県知事を
　表敬訪問（₃月30日）
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